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依頼工作業務・工作室紹介ビデオ・タブレット端末の導入報告 

宇野 宗則 

ナノマテリアルテクノロジーセンター 工作室 

概要 

ナノマテリアルテクノロジーセンター工作室へ、技術サービス部から自分を含め 2 名の技術職員が配属さ

れている。ここでは工作室で我々が平成 24 年度に行った活動のうち、依頼工作で製作したものの紹介、

YouTube の JAIST Clip 用に製作した工作室紹介ビデオ及び、タブレット端末の使用について報告する。 

1 依頼工作業務 

本工作室では依頼工作として、機械加工による部品の製作、溶接、部品や装置の設計・開発、外注用図面

の作成、電気・電子工作、計測・制御システム開発業務等を行っている。依頼を行えるのは本学教職員のみ

とし、研究員及び学生は、教職員を通じて依頼を行う。依頼者側に工賃は求めず、依頼工作の負担は材料費

及び外注や発注にかかる費用のみとなる。そうして受けた依頼を、私と仲林技術職員の 2 人で振り分けて、

時には協力して消化している。 

その中から私が担当した仕事をいくつか報告する。 

1.1 流水蛇行実験用ターン・テーブルの開発 

流体力学の研究に使用され、液体が平面を流れる経路の転向力による影響を調べるための装置である。 

○仕様 

テーブル直径：1200mm 

フレーム寸法：1200×1200×500 

回転速度：0-200rpm 

その他：7 セグメント LED 速度表示器 

    テーブル上で 100V 電源を使用するための 

ロータリーコネクタ 

防水加工 

正逆転切替 

 

 

 

動力の伝達はタイミングベルトにより行った。 

速度表示は、モーターから出力される速度信号とプーリ径

の比を用い、PIC マイコンで RPM に換算したものを、3 桁の

7 セグメント LED に出力した。 

 

 

 

図 1．ターンテーブル 

図 2．ターンテーブル制御盤内部 
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1.2 LabCD ストロボ観察システムの改良 

平成 22 年度に報告した本装置に撮影位置調整機能を追加した。また、顕微鏡による撮影が行えるようステ

ージを作り直した。 

撮影位置の調整は回転軸に

取り付けた光学式エンコーダ

2 個と、制御ボックスフロント

パネルに取り付けたボリュー

ムを使用して行う。スリット

円盤は 2 種類用意する。1 枚は

1 周を検知するために 1 本の

スリットを刻み、もう 1 枚は

撮影位置を検出するため円盤 

 

 

の半分（180°）に 2°刻みで 91 本のスリットが入ったものを使用する（図 5）。1 周を検知した後、ボリ

ューム位置により

出力される電圧信

号を読込み、その

大きさに応じた位

置を通過したスリ

ットの本数から求

める。スリット円

盤は OHP シート

で作製した。 

 

 

2 工作室紹介ビデオの作成 

本学では、Twitter や Facebook 等のソーシャルメディアや Youtube 等の動画サイトを用いた情報発信を行っ

ている。その中で、工作室へ Youtube 向けの動画作成依頼があった。プロの手を借りずに全て自作しなけれ

ばならなかったため、どのような動画を作れるかの調査から始めた。カメラ等の機材は技術サービス部で購

入したものを使用した。 

2.1 動画の流れの決定 

撮影を効率よく進めて依頼業務になるべく影響が出ないようにするため、最初に動画の流れを決定した。

これはすでにアップロードされていた他の設備や研究室の紹介動画を参考に行った。内容は以下の通り。 

・工作室の概要 

・作業風景を使った主な機械や設備の紹介 

・講習の紹介 

・職員の紹介 

図 3．LabCD ストロボ観察システム外観（左）、制御ボックス内（右）

図 4．光学式エンコーダー 図 5．スリット円盤 
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 また、動画内で 2 人が話すセリフも決定する。 

2.2 撮影・素材作り 

主な機械や設備を使った作業風景を撮影。カメラの動きや構図はプロが撮影した他の動画を参考にした。

また、動画の隅に表示する JAIST ロゴや紹介文のテロップ等を他の動画の雰囲気に合わせて透明処理を施し

作成。BGM はフリーの素材をインターネットで探して使用。 

2.3 編集作業 

撮影した動画のトリミングは windows ムービーメーカーで行った。この時点では動画同士の結合は行わず

個別の素材として保存する。すべての素材がそろった段階で編集作業を行った。編集には大学教育イニシア

ティブセンターICT ユニットのソフトを使用した。ソフトの使用方法は担当職員にご指導いただいた。 

 

 

 

 

URL: http://www.youtube.com/watch?v=V1ZFF9Q6CtU 

3 タブレット端末の導入 

平成 23 年度に技術サービス部予算でタブレット端末 iPad2 を購入した。その使用方法について報告する。 

3.1 図面 

これまでは機械工作に使用する図面は CAD で描いたものを A4 用紙または A3 用紙にプリントアウトして

使用していたが、これを全て電子化した。図面を PDF 形式で PC に保存したものを iPad に移して使用する。

画面は A4 よりも小さいが、見たい部分は自由に拡大できるため問題はない。逆に、紙を使用していた際に

見づらかった細かい部分も拡大して確認することができるため、より見やすいと言える。 

図 6．アップロードした動画 
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3.2 マニュアル 

工作室では様々な装置を扱うため、そのマニュアルも多く存在する。それらの中で PDF 形式で入手できる

ものを集めて使用し、PDF 化されていないものは複合機を使って PDF 化し使用することができる。使用頻度

の高い装置のマニュアルは痛みが激しいが、PDF 化することでこれ以上の劣化を防ぐことができる。また、

NC 工作機械等のマニュアルはページ数も多く、非常に重い。それらも手軽に扱うことができ、ブックマーク

をつけることも可能で非常に便利である。 

3.3 打合せ 

依頼工作等の作業内容を打合せする際、内蔵カメラを使うことで簡単に内容を記録することができる。ま

た、打合せ資料を予め保存しておいて回覧したり、web ブラウザで必要な情報を示すことも可能。 

3.4 その他 

スケジュール管理、簡易メモ、関数電卓、e メール、学内の IP フォンとしても使用した。 

 

4 地域貢献 

今年は毎年恒例の技術サービス部科学実験デモとして、ジャイストフェスティバル（9 月 29 日）、子ども

マイスター（11 月 23 日、24 日）の 2 件に参加した。出し物は、Kinect 体験・低温実験・超伝導実験（ジャ

イストフェスティバル）及び、LED ランタンの製作(子どもマイスター)。ジャイストフェスティバルでは低

温実験を担当し、子どもマイスターでは LED 回路製作の発案と、製作方法の考案、プレゼンの作成、および

プレゼンを担当した。 

 

 

5 まとめ 

依頼工作に関しては、件数は減少した（平成 23 年度 190 件→平成 24 年度 166 件）が、メカトロ系の依頼

等で長期間の作業を要するものが何件もあり、作業時間と単純な相関はない。 

タブレット端末の導入に関して、業務に少なからぬ変革をもたらした。今回紹介したものは効果が上がっ

た使用方法のみだが、試した使用法の中には逆に効率が悪いと感じられるものもあった（例：メイン PC の

リモートデスクトップ操作）。使い方次第では更なる作業の効率化も期待できる。以上。 

図 7．実験スライド 図 8．デモの様子 
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